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昨年３月から６月にかけての本当に僅かな期間ではありましたが、全国の私立幼稚園関係者のご協力により、幼稚園教育を中心とする「幼児教育の無償化」の実現を求める署名活動を全国各地で展開した結果、４，４９３，７１５名の署名が集まりました。
この署名活動の取り組みにより、平成２６年度政府予算案においては「無償化に向けた段階的取組」を進めるため、就園奨励費予算が平成２５年度予算から約１０４億円（４４．０％アップ）増額され、３３９億５００万円となりました。
この新しい予算案により、幼稚園から小学校３年生までに兄・姉のいる第３子以降は所得制限なしに就園奨励費が３０８，０００円（全国平均の保育料）まで拡大し、保育料の無償化に向けてさらに前進することができました。また、同様に、第２子についても所得制限なしに、就園奨励費が１５４，０００円（全国平均の保育料の半額）となり保護者負担額がほぼ半額とすることができました。全国約１３０万人の私立幼稚園園児のうち、これらの措置の対象は約２４万人となります。詳しくは幼稚園までお問い合わせください。
なお、就園奨励費制度未実施の市町村に対しては、幼稚園と保護者が協力して就園奨励費事業を実施するよう強く働きかけていただきたいと思います。
今後とも、保護者の皆様方と協力して幼児教育の完全無償化に向けた取り組みを強化してまいります。
どうぞよろしくお願いいたします。
皆様方のご協力に心から感謝しております。ありがとうございました。
以　上

